
http://www.shigaku.go.jp/

VOL.149

2010

CONTENTS

●平成22年度　私立大学等経常費補助金事務担当者研修会 …………………………………………… 2
●平成22年度　学校法人等基礎調査 ……………………………………………………………………… 3
●事業団融資のご利用について…………………………………………………………………………… 4
●私立大学の生き残りへの道　― 研究中心から教育中心へ ― ……………………………………… 6
●短期掛金率のうち「特定保険料率に相当する掛金率」 ……………………………………………… 8
●平成22年度　第１回私学共済事務担当者研修会 ……………………………………………………… 9
●資格関係の報告内容の訂正／加入者にかかる学種の適用……………………………………………10
●接骨院・整骨院の施術を受けるとき／短期給付金の自動払い………………………………………11
●平成22年度　生涯生活設計セミナーの開催／無効の加入者証回収と返納のお願い
　平成21年度特定健康診査　健診結果データの提出は５月末が締め切りです ………………………12
●積立共済年金・共済定期保険　平成22年度前期募集 …………………………………………………13
●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ…………………………………………………………………………………14
●宿泊施設のご案内／融資事業のご案内…………………………………………………………………16

八十周年館の完成　駒沢女子大学・駒沢女子短期大学（八十周年館全景、演習室、研究室、リトミック室、健康栄養相談室）
写真提供：学校法人 駒澤学園（東京都稲城市）



第 1 4 9 号平成 2 2 年 5 月 1 日

2

助
成
業
務

助
成
部
補
助
金
課
で
は
、
す
で
に
電
子
窓
口
に
て
ご
案
内

し
ま
し
た
と
お
り
「
平
成
二
十
二
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
金
事
務
担
当
者
研
修
会
」（
以
下
、
研
修
会
）
を
、
六

月
八
日
の
東
京
会
場
を
皮
切
り
に
全
国
六
会
場
で
開
催
し
ま

す
。今

年
度
は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
「
経
験
者
編
」
と
「
入
門
者
編
」

の
研
修
会
を
一
日
ず
つ
開
催
す
る
予
定
で
す
。

一
日
目
の
「
経
験
者
編
」
は
、
文
部
科
学
省
私
学
助
成
課

か
ら
、高
等
教
育
の
施
策
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

二
十
二
年
度
の
一
般
補
助
・
特
別
補
助
の
変
更
点
及
び
配
分

方
法
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
の
状
況
等
を
中
心
と
し
た

説
明
を
行
う
予
定
で
す
。

二
日
目
の
「
入
門
者
編
」
は
、
補
助
金
業
務
を
担
当
し
て

三
年
以
内
の
方
を
対
象
に
、
一
般
補
助
・
特
別
補
助
の
概
要

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
研
修
会
資
料
は
当
日
、
冊
子
等
で
の
配
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
電
子

窓
口
に
て
資
料
を
事
前
に
出
力
の
う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
資
料
の
掲
載
日
に
つ
い
て
は
、

別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一
日
目
（
経
験
者
編
）
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
．
一
般
補
助

平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
地
方
中
小
規
模
校
へ
の
新
た
な
支
援

②
財
政
状
況
に
よ
る
傾
斜
配
分
の
強
化

③
高
額
給
与
支
給
者
に
対
す
る
補
助
基
準
額
の
減
額
強

化　

他

２
．
特
別
補
助

平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
申
請
ゾ
ー
ン
の
取
り
扱
い

②
既
存
メ
ニ
ュ
ー
の
再
編
統
合
に
つ
い
て

・
大
学
間
連
携
等
の
推
進

③
内
容
変
更
に
つ
い
て

・
大
学
院
教
育
の
実
質
化
の
推
進

④
内
容
拡
充
に
つ
い
て

・
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
人
材
養
成
支
援

・
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
経
費

・
未
来
経
営
戦
略
推
進
経
費　

他

３
．
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査

①
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
の
検
査
状
況

②
過
去
の
不
当
事
項
事
例

二
日
目
（
入
門
者
編
）
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
．
一
般
補
助

一
般
補
助
の
概
要 
等

２
．
特
別
補
助

特
別
補
助
の
概
要 

等

※
研
修
会
当
日
は
、
会
場
内
に
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
度　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
事
務
担
当
者
研
修
会

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
〇
〜
七
三
一
一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

研修会開催日程等

福岡会場
7月1日（木）
7月2日（金）
福岡大学

（福岡市城南区）

大阪会場
6月15日（火）
6月16日（水）
近畿大学

（大阪府東大阪市）

名古屋会場
6月22日（火）
6月23日（水）
愛知大学

（名古屋市東区）

東京会場
Ａ班　6月 8 日（火）
　　　6月 9 日（水）
Ｂ班　6月10日（木）
　　　6月11日（金）
文京学院大学
（東京都文京区）

仙台会場
6月29日（火）
6月30日（水）
東北学院大学
（仙台市青葉区）

札幌会場
6月24日（木）
6月25日（金）
北海学園大学
（札幌市豊平区）
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助
成
業
務

学
校
法
人
等
基
礎
調
査
は
、
特
別
支
援
学

校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を

設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
、
学
校
法
人
以
外

の
法
人
及
び
個
人
設
置
者
を
対
象
と
す
る
、

私
立
学
校
の
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
調
査
で

あ
り
、
都
道
府
県
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・

中
学
校
・
小
学
校
を
設
置
し
て
い
る
学
校
法

人
は
、
別
途
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
本
調
査
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
は
、
私
学
事
業
団
の
私
学
デ
ー

タ
バ
ン
ク
構
想
に
よ
る
デ
ー
タ
の
一
元
化
の

一
環
と
し
て
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い

た
「
私
立
学
校
の
財
務
状
況
調
査
」
を
平
成

十
一
年
度
か
ら
本
事
業
団
が
引
き
継
い
だ
も

の
で
す
。
二
十
一
年
度
に
は
、
八
七
％
の
学

校
法
人
等
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
集
計
結
果
は
『
今
日
の
私
学
財
政
』

と
し
て
刊
行
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
校

法
人
等
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
『
今
日
の
私
学
財
政
』
に
は
、
大
学
・
短

期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
・
中

等
教
育
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校
法
人
が
設

置
す
る
幼
稚
園
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
の

デ
ー
タ
を
集
計
し
て
い
ま
す
。

１　

調
査
の
目
的

私
立
学
校
の
収
入
及
び
支
出
の
実
態
並
び

に
学
校
法
人
等
の
資
産
等
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
事
業
団
業
務
の
基

礎
・
参
考
資
料
及
び
私
学
関
係
予
算
要
求
等

の
資
料
と
し
、
あ
わ
せ
て
学
校
法
人
等
の
運

営
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
内
容
は
、
前
述
の

目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

２　

調
査
票
の
配
付
・
提
出
の
手
順

３　

調
査
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

「
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」
の
様
式
、
記

入
例
、説
明
書
を
、本
事
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

①
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

（http://w
w
w
.shigaku.go.jp/

）

　
　
　
　
　

←

②
「
助
成
業
務
」
を
ク
リ
ッ
ク

　
　
　
　
　

←

③
「
経
営
支
援
・
情
報
提
供
」
を
ク
リ
ッ
ク

　
　
　
　
　

←

④
「『
平
成
二
十
二
年
度
学
校
法
人
等
基
礎

調
査
』
調
査
様
式
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」

を
ク
リ
ッ
ク

　
　
　
　
　

←

⑤
文
書
中
段
に
あ
る
各
フ
ァ
イ
ル
名
を
ク

リ
ッ
ク
し
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　

←

⑥
デ
ー
タ
の
入
力
、
印
刷

　
　
　
　
　

←

⑦
各
都
道
府
県
に
提
出

（
都
道
府
県
の
定
め
た
期
限
ま
で
に
ご
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
）

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
当
該
様
式
を
利

用
し
て
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
・
印
刷
し
た
も

の
、
ま
た
都
道
府
県
か
ら
送
付
さ
れ
た
調
査

票
へ
記
入
し
た
も
の
の
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
都
道
府
県
へ
の

提
出
は
紙
媒
体
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
四
〇
〜
七
八
四
三

Ｅ
メ
ー
ル　

k-chousa@
shigaku.go.jp

平
成
二
十
二
年
度　

学
校
法
人
等
基
礎
調
査

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
調
査
様
式
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜

私 学 事 業 団

都 道 府 県 知 事

学 校 法 人 等

平成 22 年 8月 31 日締切 ①調査依頼
②調査票送付

③調査票配付

④調査回答

⑤調査票返送

⑦調査票返送
⑥調査票整理・確認

調
査
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
ら

提
出
ま
で
の
流
れ

基
礎
調
査
票
ｅ

-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
、

私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
等

の
利
用
時
間
の
お
知
ら
せ

学
校
法
人
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
基
礎
調
査
票

ｅ

-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
、
私
学
デ
ー
タ
作

成
シ
ス
テ
ム
、
電
子
窓
口
な
ど
の
私

学
サ
ー
バ
フ
ァ
ー
ム
の
利
用
可
能

時
間
が
変
わ
り
、
原
則
終
日
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
等
で
休

日
の
場
合
は
、
土
曜
日
の
正
午
か
ら

火
曜
日
の
午
前
九
時
ま
で
の
間
は

休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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助
成
業
務

私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
学
校
の
施
設
・

設
備
の
整
備
事
業
に
対
し
て
、
長
期
（
返
済

期
間
最
大
二
十
年
）・
固
定
金
利
（
契
約
時

の
金
利
で
完
済
ま
で
固
定
）
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

融
資
の
対
象
と
な
る
事
業
、
融
資
金
利
等

は
一
六
頁
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
月
号
で
は
、
融
資
の
ご
相
談
か
ら
融
資

実
行
ま
で
の
事
務
の
流
れ
と
手
続
き
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

Ⅰ　

融
資
事
務
の
流
れ

融
資
の
ご
相
談
か
ら
ご
契
約
・
資
金
の
振

り
込
み
ま
で
、
次
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
り
ま

す
。１　

新
規
融
資
の
ご
案
内
と
ご
相
談

本
年
は
、
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
次

年
度
の
事
業
団
資
金
の
借
入
希
望
に
つ
い
て

照
会
し
て
お
り
ま
す
。
資
金
の
借
り
入
れ
を

希
望
す
る
旨
回
答
を
い
た
だ
い
た
法
人
に

は
、
事
業
の
概
要
、
資
金
計
画
等
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
「
融
資
相
談
票
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
六
月
上
旬
頃
か
ら
「
融

資
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
五
月
中
旬
頃

に
開
催
の
ご
案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
相
談
会
は
個
別
相
談
の
形
を
と
り
、

学
校
法
人
か
ら
「
融
資
相
談
票
」
の
記
載
内

容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
あ
わ
せ
て
本
事
業

団
か
ら
融
資
の
要
件
等
を
説
明
す
る
場
と
し

て
設
け
る
も
の
で
す
。
事
業
内
容
等
が
融
資

要
件
に
適
う
場
合
は
、
借
り
入
れ
に
必
要
な

書
類
を
お
渡
し
し
、
今
後
の
手
続
き
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

こ
の
流
れ
は
年
度
当
初
か
ら
融
資
を
希
望

さ
れ
た
場
合
の
も
の
で
す
が
、
融
資
に
か
か

る
ご
相
談
は
随
時
承
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
団
で
は
、
融
資
を
申
し
込
ま
れ
る

前
に
は
、
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
相
談
の

機
会
を
設
け
、
事
業
の
内
容
と
資
金
計
画
、

返
済
計
画
な
ど
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

２　

融
資
申
込
書
類
の
ご
提
出

融
資
を
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
事
業
団
所
定
の
「
資
金
借
入
申
込

書
」
に
、
資
金
計
画
（
資
金
繰
り
表
）、
返

済
計
画
、
担
保
物
件
、
保
証
人
等
に
関
す
る

書
類
を
添
付
し
て
、
本
事
業
団
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
東
京
都
以
外
の

道
府
県
の
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中

学
校
・
小
学
校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校
等
に

つ
い
て
は
、
道
府
県
の
主
管
課
に
提
出
と
な

り
ま
す
。

建
築
請
負
契
約
書
、
土
地
売
買
契
約
書
等

の
事
業
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書

類
は
、
同
時
又
は
整
い
次
第
、
本
事
業
団
へ

直
接
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３　

融
資
審
査
と
融
資
決
定

本
事
業
団
が
融
資
申
込
書
類
を
受
理
し
ま

し
た
ら
、
各
法
人
の
資
金
必
要
時
期
に
応
じ

て
融
資
審
査
を
行
い
（
融
資
申
込
書
類
の
内

容
に
つ
い
て
、
融
資
課
担
当
係
か
ら
質
問
・

照
会
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）、
融
資
決

定
と
な
り
ま
す
。

４　

ご
契
約
と
資
金
の
振
り
込
み

融
資
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、「
貸
付
金
決

定
通
知
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
金

銭
消
費
貸
借
契
約
と
抵
当
権
設
定
契
約
の
締

結
と
な
り
ま
す
。

契
約
締
結
後
、
各
法
人
に
お
い
て
管
轄
法

務
局
へ
抵
当
権
設
定
登
記
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
資
金
の
振
り
込
み
は
、
原
則
と

し
て
こ
の
登
記
手
続
き
が
完
了
し
た
後
と
な

り
ま
す
。

Ⅱ　

融
資
審
査
の
視
点

融
資
相
談
時
に
も
お
聞
き
し
ま
す
が
、
融

資
審
査
の
視
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
事
業
の
適
切
性

○
事
業
の
目
的
・
内
容
が
適
正
で
あ
る
こ

と
○
運
転
資
金
、
市
中
金
融
機
関
又
は
本
事

業
団
か
ら
の
借
入
金
の
借
り
換
え
で
な

い
こ
と

（
２
）
資
金
計
画
の
妥
当
性

○
原
則
と
し
て
対
象
事
業
費
の
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
が
自
己
資
金
で
あ
る
こ
と

○
借
入
金
の
償
還
に
支
障
が
な
い
資
金
繰

り
で
あ
る
こ
と

（
３
）
償
還
の
確
実
性

○
償
還
開
始
以
降
、
毎
年
度
の
帰
属
収
入

か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引
い
た
額
（
基

本
金
組
入
れ
前
の
差
額
）
が
確
実
に
見

込
ま
れ
る
こ
と

（
４
）
担
保
物
件
・
連
帯
保
証
人
の
妥
当
性

○
原
則
と
し
て
土
地
・
建
物
で
あ
る
こ
と

○
学
校
法
人
理
事
長
は
資
産
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
連
帯
保
証
人
で
あ
る
こ
と

こ
の
他
、融
資
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

築
三
十
年
以
上
の
老
朽
校
舎
等
又
は
危
険

建
物
と
認
定
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
（
昭
和

五
十
六
年
以
前
の
建
物
）
の
校
舎
等
の
建
替

え
事
業
に
本
事
業
団
の
融
資
を
ご
利
用
に

な
っ
た
場
合
、
本
事
業
団
へ
の
初
回
の
利
払

い
か
ら
十
年
間
に
わ
た
り
文
部
科
学
省
か
ら

利
子
助
成
（
私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事

業
補
助
金
）
が
受
け
ら
れ
、
法
人
の
金
利
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
校
は
、
大
学
（
含
む
大
学

病
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
高

等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・
小
学

校
・
特
別
支
援
学
校
で
す
。

こ
の
利
子
助
成
制
度
が
、
二
十
二
年
度
新

規
融
資
ま
で
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
○
三
（
三
二
三
○
）
七
八
六
二
〜
七
八
六
七

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

事
業
団
融
資
の
ご
利
用
に
つ
い
て
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学校法人 私学事業団

①資金借入申込書
②①の添付書類
③予・決算書
④学校案内
⑤提供担保物件一覧表
⑥担保物件にかかる債務状況
⑦連帯保証人明細書
※⑤～⑦については、申込
時に直接本事業団へ提出

①借入事業明細書
②同添付書類
③契約関係書類

①貸付金決定通知書
②金銭消費貸借及び 
　抵当権設定契約証書

①抵当権設定登記済証書
②抵当権設定登記済謄本
③金銭消費貸借及び
　抵当権設定契約証書

学校法人が指定した金融機
関の口座へ振り込まれます。

借入希望について 融資のご案内（借入希望）

２月頃

３月頃

４月頃

５月頃

６～７月

融資相談票

融 資 相 談（会）

※大学・短大・高専及
び東京都所在の学校に
ついては直接本事業団へ

提出

※上記以外の学校につ
いては道府県主管課へ

提出

道府県主管課

（契約の3か月前）

書類が整い次第提出

（契約の1～2か月前）

契 約

審　　　査

融資の決定

①抵当権設定関係書類
②質権設定承認請求書

融資資金の振り込み

償還年次表・完了報告書

融資相談は随時受
け付けております。
お気軽にご連絡く
ださい。

融資相談会のお知らせ

融資相談会

関係書類の提出

契約と抵当権設定登記

融資のご案内

申し込み・申込書類の提出

融資の決定

資金の受け取り

　○　融資申し込みから契約までの事務の流れ
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昨
年
度
、
少
子
化
の
影
響
で
定
員
割
れ
の

私
立
大
学
の
割
合
が
四
割
、
短
期
大
学
は
七

割
に
な
り
、
私
立
大
学
間
の
競
合
は
そ
の
激

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
で
生
き

残
り
を
か
け
た
私
立
大
学
の
取
り
組
み
事
例

を
取
り
上
げ
て
み
た
。

一
．
変
化
の
時
代
の
私
立
大
学

「
供
給
過
剰
に
な
り
、
経
営
環
境
が
悪
化

し
、
競
争
が
激
化
し
て
く
る
と
、
客
は
少
し

で
も
客
志
向
し
て
く
れ
る
店
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。」
と
は
あ
る
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
言
葉
で
あ
る
。
私
立
大
学
で
も

そ
の
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
き
た
。
私
学
経

営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
経
営
相
談
業
務
を
行
っ

て
い
る
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、
学
生
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
て
い
る
面
倒
見
の
良
い
大
学
が
比

較
的
学
生
を
集
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

私
立
大
学
の
生
き
残
り
は
、
一
人
ひ
と
り
の

学
生
に
教
職
員
が
ど
れ
だ
け
手
間
ひ
ま
を
か

け
て
対
応
し
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

二
．
面
倒
見
の
良
い
大
学
と
は

で
は
、
面
倒
見
の
良
い
大
学
と
は
ど
の
よ

う
な
大
学
で
あ
ろ
う
か
。
新
島
短
期
大
学
の

あ
る
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
う
ち
の
短
大
が
毎
年
卒
業
式
の
前
日
に

行
っ
て
い
る
満
足
度
調
査
の
中
で
、『
将
来

自
分
の
子
ど
も
を
新
島
学
園
短
期
大
学
へ
入

学
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
か
』
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
、
七
割
以
上
の
学
生
が
肯
定
的

な
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

学
生
と
教
員
の
間
の
距
離
が
非
常
に
近
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
毎
日
お

昼
の
弁
当
を
研
究
室
で
食
べ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
も
学
生
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
研
究
室
に

来
て
お
り
、
そ
こ
に
卒
業
生
も
喜
ん
で
顔
を

出
し
ま
す
。
研
究
室
が
ま
さ
に
学
生
と
Ｏ
Ｂ

の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
校

内
に
い
る
滞
留
時
間
は
、
う
ち
が
日
本
一
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
満
足
度
が
高

い
の
は
、
学
生
の
校
内
の
滞
留
時
間
が
非
常

に
長
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」

学
生
の
面
倒
見
の
良
い
大
学
と
は
、
学
生

と
教
職
員
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
、

学
生
の
校
内
で
の
滞
留
時
間
が
長
い
こ
と
、

そ
し
て
就
職
先
ま
で
し
っ
か
り
面
倒
を
み
て

く
れ
る
大
学
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
面
倒
見
の
良
い
と
考
え
ら
れ
る
大

学
の
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

（
一
） 

ク
ラ
ス
担
任
制

最
近
で
は
、
大
学
で
自
分
が
何
を
学
ぶ
の

か
と
い
う
目
的
の
定
ま
ら
な
い
学
生
が
多
く

入
学
し
て
い
る
た
め
、
一
年
生
の
段
階
で
ク

ラ
ス
担
任
制
を
採
用
し
、
個
々
の
学
生
に
目

を
配
っ
て
い
る
大
学
が
増
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
本
文
化
大
学
は
一
年
次
に

三
〇
人
程
度
の
ク
ラ
ス
担
任
制
を
と
っ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
担
任
は
高
校
の
校
長
や
教
頭
経

験
者
が
な
る
こ
と
が
多
く
、
挨
拶
の
仕
方
や

遅
刻
は
し
な
い
な
ど
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を

徹
底
的
に
教
育
し
て
い
る
。
入
学
試
験
の
合

格
通
知
を
送
付
し
た
直
後
に
、
ク
ラ
ス
担
任

は
新
入
生
及
び
保
護
者
と
面
談
し
、
大
学
の

建
学
の
精
神
や
大
学
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
な

ど
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
面
談
調
書
に

は
、
将
来
な
り
た
い
職
業
を
記
入
す
る
欄
が

あ
り
、
そ
の
欄
に
記
入
で
き
な
い
学
生
に
は

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
親
が
記
入

す
る
欄
も
あ
り
、
保
護
者
と
の
協
力
関
係
も

し
っ
か
り
構
築
し
て
い
る
。
特
に
、
就
職
支

援
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
そ
う
で
あ
る
。

西
武
文
理
大
学
で
も
ク
ラ
ス
担
任
制
を
導

入
し
、
学
生
の
生
活
指
導
や
進
路
指
導
に
特

別
な
力
を
注
い
で
い
る
。
一
ク
ラ
ス
約
四
〇

人
を
さ
ら
に
サ
ブ
ク
ラ
ス
に
分
け
、
全
教
員

が
担
任
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ク
ラ
ス
ア

ワ
ー
」で
は
、学
生
に
一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
（
朝
か
ら
晩
ま
で
一
時
間
ご
と
の
時
間

軸
で
区
切
ら
れ
た
も
の
）
を
作
ら
せ
、
こ
れ

を
教
員
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
教
員
と
学
生
が
相

談
し
な
が
ら
改
善
計
画
を
練
っ
て
い
る
。
目
標

設
定
の
仕
方
や
時
間
管
理
な
ど
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
必
要
な
能
力
が
養
わ
れ
て
い
る
。

金
城
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
毎
日
八
時

五
五
分
に
ク
ラ
ス
担
任
が
ク
ラ
ス
で
話
を

し
、
毎
日
学
生
の
様
子
を
観
察
し
て
お
り
、

問
題
を
抱
え
る
学
生
に
対
し
て
は
、
す
ぐ
に

教
員
が
面
接
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
落

ち
こ
ぼ
れ
の
学
生
を
一
人
も
出
さ
な
い
と
い

う
意
気
込
み
で
学
生
に
対
応
し
て
い
る
の

で
、
退
学
者
は
他
の
短
大
と
比
べ
て
極
め
て

少
な
い
状
況
に
あ
る
。
短
大
の
教
員
が
教
育

熱
心
な
理
由
は
、
高
校
の
校
長
出
身
者
が
多

い
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ス
担
任
制
は
、
学
生
や
保
護
者
と
学

校
側
が
向
き
合
う
よ
い
機
会
を
作
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
中
で
、
初
年
次
教
育
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
が
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
二
）
ゼ
ミ
の
充
実

大
学
に
お
い
て
は
、
学
生
と
教
員
が
最
も
密

接
な
関
係
を
持
て
る
の
が
ゼ
ミ
で
あ
り
、
ど
の

大
学
で
も
ゼ
ミ
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

「
ゼ
ミ
の
先
生
が
自
信
を
持
っ
て
学
生
を

推
薦
し
て
、
も
の
の
考
え
方
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
三
年
先
、
五
年
先
に
い
い
仕
事
を

す
る
だ
ろ
う
と
い
う
学
生
だ
っ
た
ら
採
用

し
ま
す
よ
。」
と
、
あ
る
大
企
業
の
会
長
が

ゼ
ミ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
は
学
生
の
生
活
指
導

か
ら
就
職
ま
で
し
っ
か
り
面
倒
を
見
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
大
学
や
日
本
大
学
な
ど
の
伝
統

私
立
大
学
の
生
き
残
り
へ
の
道

― 

研
究
中
心
か
ら
教
育
中
心
へ 

―
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校
が
、
昔
か
ら
就
職
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い

る
理
由
は
、
ゼ
ミ
と
Ｏ
Ｂ
と
の
関
係
が
非
常

に
深
く
、
毎
年
一
〇
〇
％
の
就
職
率
を
誇
っ

て
い
る
ゼ
ミ
が
多
く
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

広
島
工
業
大
学
で
は
内
定
状
況
を
ゼ
ミ
ご

と
に
集
計
し
、
理
事
長
・
学
長
へ
報
告
す
る

な
ど
、
就
職
支
援
も
教
員
の
本
業
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
。

西
武
文
理
大
学
で
は
、
ゼ
ミ
の
教
員
が
三

人
か
ら
一
〇
人
の
学
生
を
担
当
し
、
責
任
を

持
っ
て
学
生
を
就
職
さ
せ
て
い
る
。

「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」
と
い
わ
れ
る
武
蔵
大
学

は
、
最
近
志
願
者
を
増
や
し
て
い
る
そ
う
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
大
学
も
増
加
し
て
お
り
、

大
学
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
重
要
性
に
つ
い
て
志

願
者
も
気
づ
き
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

大
学
選
び
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
の
充
実
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
学
生
の
研
究
室

学
生
が
大
学
に
滞
留
す
る
時
間
を
延
ば
す

手
段
と
し
て
、
学
生
の
研
究
室
を
設
け
て
い

る
大
学
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

松
本
大
学
で
は
、教
員
の
研
究
室
の
隣
に
、

学
生
の
研
究
室
を
作
ろ
う
と
設
計
段
階
か
ら

決
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
①
ま

ず
学
生
の
居
場
所
が
で
き
、
そ
こ
に
行
け
ば

友
達
が
で
き
る
こ
と
。
②
教
員
は
学
生
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
い
る
か
把
握
で
き

る
こ
と
。
③
学
生
は
質
問
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
に
隣
の
研
究
室
に
い
る
先
生
に
聞
け
る
こ

と
だ
と
い
う
。
同
時
に
、
学
生
の
研
究
室
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
は
学
生
の
面
倒

を
見
る
も
の
だ
と
い
う
大
学
の
姿
勢
を
打
ち

出
そ
う
と
考
え
た
そ
う
だ
。
こ
の
学
生
の
研

究
室
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
を
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
育
て
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
関
係
で
就
職
決
定
に
ま

で
つ
な
が
る
、
学
生
支
援
の
一
連
の
流
れ
を

形
成
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

鳥
取
環
境
大
学
に
も
教
員
研
究
室
の
向
か

い
側
に
学
生
研
究
室
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
全

学
生
が
自
由
に
使
用
で
き
る
机
と
椅
子
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
の
研
究
室
は
学
生
が
気
軽
に
質

問
や
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

廊
下
側
は
ガ
ラ
ス
窓
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

全
教
員
が
研
究
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
を
毎
週
二
回
、
九
〇
分
ず
つ
設
け
て
い

る
そ
う
だ
。

学
生
が
校
内
に
い
る
滞
留
時
間
を
延
ば
す

た
め
に
は
、学
生
の
研
究
室
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
研
究
室
の
大
部
屋
化

こ
れ
ま
で
の
個
室
型
の
研
究
室
を
、
大
部

屋
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
と
教
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に
な
っ
た
大

学
が
あ
る
。

多
摩
美
術
大
学
の
岩
倉
信
弥
名
誉
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
教
員
の
意
識

を
変
え
る
上
で
最
も
効
果
が
あ
っ
た
の
が
、

個
人
別
の
研
究
室
を
や
め
て
大
部
屋
に
し
た

こ
と
で
す
。
研
究
室
も
会
議
室
も
一
つ
に
し

ま
し
た
。
先
生
た
ち
と
、
こ
の
大
部
屋
で
会

議
を
し
て
い
ま
す
。
大
部
屋
ス
タ
イ
ル
の
研

究
室
に
す
る
と
、
学
生
に
人
気
の
あ
る
先
生

が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
自
然
に
ま

わ
り
に
伝
染
し
て
、
す
べ
て
の
教
員
が
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に
な
り

ま
す
。
部
屋
の
中
は
学
生
と
先
生
と
企
業
の

人
で
、
座
る
と
こ
ろ
も
な
い
ほ
ど
活
気
が
で

て
き
ま
し
た
。
狭
い
な
が
ら
も
楽
し
い
我
が

家
で
す
。
見
て
く
だ
さ
い
、
誰
が
先
生
か
、

学
生
か
、
業
者
の
人
た
ち
か
分
か
ら
な
い
く

ら
い
、
わ
い
わ
い
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。」

多
摩
大
学
の
あ
る
教
授
も
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
う
ち
の
大
学
の
研
究
室
は
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

学
の
先
生
方
は
個
室
に
す
る
と
、
派
閥
を

作
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
教
員
ラ
ウ
ン
ジ

が
あ
り
、
授
業
の
な
い
と
き
、
教
員
が
授
業

の
や
り
方
や
あ
の
学
生
を
ど
う
思
う
な
ど
と

い
う
話
を
こ
こ
で
す
る
の
が
い
い
の
で
す
。

そ
こ
に
は
学
生
も
自
由
に
相
談
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
う
ち
の
大
学
で
は
、
ど
ん
ど

ん
先
生
に
相
談
に
行
っ
て
も
よ
い
の
だ
と
学

生
も
思
っ
て
い
ま
す
。」

教
員
の
多
く
は
、
自
宅
で
は
書
斎
に
閉
じ

こ
も
り
、
大
学
で
は
個
室
の
研
究
室
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
か
ら
、
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。研
究
室
を
大
部
屋
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
員
と
学
生
の
間
に
緊
密
な
関
係
が
生
じ
や

す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
教
員
の
勤
務
形
態

日
本
文
化
大
学
で
は
、
教
員
は
週
五
日
勤

務
で
八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時
ま
で
が
拘
束

時
間
で
あ
る
。
授
業
以
外
の
時
間
は
、
事
務

室
で
の
教
務
事
務
の
ほ
か
高
校
や
企
業
を
訪

問
し
て
い
る
そ
う
だ
。

金
城
大
学
短
期
大
学
部
で
も
、
教
員
の
拘

束
時
間
が
し
っ
か
り
決
め
ら
れ
て
お
り
、
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
八
時
四
五
分
ま
で
に

出
勤
し
、
全
員
で
朝
礼
を
し
て
い
る
。
短
期

大
学
部
の
教
員
は
、
校
内
で
学
生
指
導
を
含

め
た
教
育
や
教
務
事
務
に
専
念
す
る
グ
ル
ー

プ
と
、
学
生
募
集
や
社
会
活
動
な
ど
に
貢
献

す
る
グ
ル
ー
プ
と
に
役
割
分
担
し
て
い
る
そ

う
だ
。

学
生
と
教
員
の
関
係
が
密
接
に
な
り
、
学

生
の
校
内
の
滞
留
時
間
を
増
や
す
た
め
に

は
、
ま
ず
教
員
が
大
学
に
い
る
時
間
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学

生
が
相
談
し
た
い
と
き
に
、
教
員
が
校
内
に

い
な
い
よ
う
で
は
面
倒
見
の
良
い
大
学
と
は

い
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
静
岡
産
業
大

学
の
大
坪
檀
学
長
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
大

学
の
目
標
が
教
育
な
の
か
、
研
究
な
の
か
を

明
確
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
中
心
の

大
学
な
ら
ば
、
専
任
教
員
は
週
四
日
は
勤
務

し
、
学
生
と
の
面
談
等
に
力
を
注
ぐ
必
要
が

あ
ろ
う
。　　

今
後
、私
立
大
学
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

教
員
全
員
が
学
生
の
教
育
に
情
熱
を
傾
け
る

と
と
も
に
、
就
職
実
績
を
上
げ
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
五
二

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp
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■
特
定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
掛
金
率

　

私
学
事
業
団
等
の
医
療
保
険
者
は
、
高
齢

者
の
医
療
制
度
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
金
※
に
つ
い
て
、
現
役
世
代
が
高

齢
者
の
医
療
費
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
か
を
周
知
す
る
と
い
う
観
点

短
期
掛
金
率
の
う
ち

　
　
「
特
定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
掛
金
率
」

平
成
二
十
二
年
度
分
は
二
・
四
四
％

表1　平成22年度分短期掛金率（介譲分を除く） 〈加入者と学校法人等で折半負担〉
短期給付分 事務費分 福祉事業分 計
6.52％

0.08％
0.12％ 6.72％

基本保険料率
相当掛金率
4.08％

特定保険料率
相当掛金率
2.44％ 0.19％［注］ 6.79％［注］

［表1-注］乙種加入者、協定特例加入者、放送大学・法科大学院への公務員派遣加入者

表２　平成22年度分　短期掛金額のうち特定保険料率相当掛金額（加入者負担分の内訳表示）
（単位：円）

標準給与
の等級

標準給与
の月額 給与月額

短期掛金額［注］
特定保険料率
相当掛金額

1.22%（2.44％×1/2）
甲種加入者
3.36%

（6.72％×1/2）

乙種加入者等
3.395%

（6.79％×1/2）
1 98,000 100,999まで 3,292 3,327 1,195
2 104,000 101,000～ 106,999 3,494 3,530 1,268
3 110,000 107,000～ 113,999 3,696 3,734 1,342
4 118,000 114,000～ 121,999 3,964 4,006 1,439
5 126,000 122,000～ 129,999 4,233 4,277 1,537
6 134,000 130,000～ 137,999 4,502 4,549 1,634
7 142,000 138,000～ 145,999 4,771 4,820 1,732
8 150,000 146,000～ 154,999 5,040 5,092 1,830
9 160,000 155,000～ 164,999 5,376 5,432 1,952
10 170,000 165,000～ 174,999 5,712 5,771 2,074
11 180,000 175,000～ 184,999 6,048 6,111 2,196
12 190,000 185,000～ 194,999 6,384 6,450 2,318
13 200,000 195,000～ 209,999 6,720 6,790 2,440
14 220,000 210,000～ 229,999 7,392 7,469 2,684
15 240,000 230,000～ 249,999 8,064 8,148 2,928
16 260,000 250,000～ 269,999 8,736 8,827 3,172
17 280,000 270,000～ 289,999 9,408 9,506 3,416
18 300,000 290,000～ 309,999 10,080 10,185 3,660
19 320,000 310,000～ 329,999 10,752 10,864 3,904
20 340,000 330,000～ 349,999 11,424 11,543 4,148
21 360,000 350,000～ 369,999 12,096 12,222 4,392
22 380,000 370,000～ 394,999 12,768 12,901 4,636
23 410,000 395,000～ 424,999 13,776 13,919 5,002
24 440,000 425,000～ 454,999 14,784 14,938 5,368
25 470,000 455,000～ 484,999 15,792 15,956 5,734
26 500,000 485,000～ 514,999 16,800 16,975 6,100
27 530,000 515,000～ 544,999 17,808 17,993 6,466
28 560,000 545,000～ 574,999 18,816 19,012 6,832
29 590,000 575,000～ 604,999 19,824 20,030 7,198
30 620,000 605,000～ 634,999 20,832 21,049 7,564
31 650,000 635,000～ 664,999 21,840 22,067 7,930
32 680,000 665,000～ 694,999 22,848 23,086 8,296
33 710,000 695,000～ 729,999 23,856 24,104 8,662
34 750,000 730,000～ 769,999 25,200 25,462 9,150
35 790,000 770,000～ 809,999 26,544 26,820 9,638
36 830,000 810,000～ 854,999 27,888 28,178 10,126
37 880,000 855,000～ 904,999 29,568 29,876 10,736
38 930,000 905,000～ 954,999 31,248 31,573 11,346
39 980,000 955,000～1,004,999 32,928 33,271 11,956
40 1,030,000 1,005,000～1,054,999 34,608 34,968 12,566
41 1,090,000 1,055,000～1,114,999 36,624 37,005 13,298
42 1,150,000 1,115,000～1,174,999 38,640 39,042 14,030
43 1,210,000 1,175,000以上 40,656 41,079 14,762

［表2‒注］短期掛金額には、事務費分及び福祉事業分掛金額を含み、介護分掛金額は含みません（円未満切り捨て）。

か
ら
、
今
年
度
も
加

入
者
が
負
担
し
て
い

る
短
期
掛
金
率
給
付

分
の
う
ち
、
特
定
保

険
料
率
に
相
当
す
る

掛
金
率
（
高
齢
者
支

援
金
等
に
充
て
る
た

め
の
掛
金
率
）
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
表
１
参
照
）。

※ 

高
齢
者
の
医
療
制

度
等
に
対
す
る
支

援
金
と
は

　

前
期
高
齢
者
納

付
金
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
、
退
職

者
給
付
拠
出
金
、

病
床
転
換
支
援
金
等
（
老
人
保
健
拠
出
金

の
精
算
分
を
含
む
）
を
い
い
ま
す
。

■
算
出
方
法

　

特
定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
掛
金
率
は
、

支
援
金
の
額
を
私
学
共
済
加
入
者
の
標
準
給

与
の
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
一
年
分
の
合

算
額
（
見
込
み
額
）
で
除
し
て
求
め
ま
す
。

そ
の
結
果
、
二
十
二
年
度
分
は
二
・
四
四
％

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
加
入
者
と
学
校
法

人
等
が
折
半
し
て
負
担
す
る
た
め
、
加
入
者

負
担
分
は
、
一
・
二
二
％
（
二
・
四
四
×
二
分

の
一
）
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
一
・
二
二
％
は
短
期
掛
金
率

の
内
訳
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
負
担

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

表
２
は
、
短
期
掛
金
額
の
う
ち
の
加
入
者

が
負
担
す
る
特
定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
掛

金
額
を
標
準
給
与
の
等
級
別
に
表
示
し
た
も

の
で
す
。
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研修会会場・日程等一覧
会　　　場 コース番号 実　施　日 定　員 研 修 内 容

　

私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
や
業
務
手
続

き
な
ど
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年

度
も
初
任
者
を
対
象
に
基
礎
的
事
項
を
中
心

と
し
た
事
務
担
当
者
研
修
会
を
各
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
す
（
会
場
・
日
程
等
は

下
表
参
照
）。
詳
し
く
は
、
四
月
分
掛
金
納

付
通
知
書
（
五
月
中
旬
送
付
）
に
同
封
す
る

「
開
催
案
内
（
参
加
申
込
書
付
）」
又
は
私
学

共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
対
象
者
等

　

・
学
校
法
人
等
の
共
済
事
務
担
当
者

　

・
各
学
校
か
ら
二
名
ま
で

　

・
参
加
は
一
人
一
コ
ー
ス
の
み

▼
研
修
内
容

　

⑴
二
日
コ
ー
ス

　
　

 　

私
学
共
済
の
共
済
業
務
全
般
に
つ
い

て
、
テ
キ
ス
ト
及
び
「
事
務
の
手
引
」

を
基
に
基
礎
的
な
業
務
内
容
の
研
修
を

行
い
ま
す
。

　

⑵
一
日
コ
ー
ス

　
　

 　

私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
の
中

で
、
研
修
希
望
の
多
い
資
格
・
短
期
及

び
長
期
を
テ
ー
マ
と
し
、
テ
キ
ス
ト
及

び
「
事
務
の
手
引
」
を
基
に
基
礎
的
な

研
修
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
等

　

⑴
申
込
期
限

　
　

 　

開
催
案
内
の
「
平
成
二
十
二
年
度

第
一
回　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研

修
会
参
加
申
込
書
」
に
よ
り
、
五
月

三
十
一
日（
月
）【
必
着
】
ま
で
に
共
済

事
業
本
部
あ
て
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

⑵
参
加
通
知

　
　

 　

申
込
者
数
が
各
コ
ー
ス
の
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
の
可
否
は

六
月
下
旬
ま
で
に
学
校
法
人
等
あ
て
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度　

第
一
回

私
学
共
済
事
務
担
当
者
連
絡
会

　

六
月
一
日
（
火
）
か
ら
六
月
二
十
四

日
（
木
）
に
か
け
て
平
成
二
十
二
年
度

第
一
回
私
学
共
済
事
務
担
当
者
連
絡
会

を
開
催
し
ま
す
。
会
場
・
日
程
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
開
催
案
内
」（
四
月
分

掛
金
納
付
通
知
書
に
同
封
）、
本
誌
六

月
号
及
び
私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度　

第
一
回

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会

　
　
　
　

七
月
十
三
日
（
火
）
〜
八
月
二
十
六
日
（
木
）
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　加入者証や確認通知書などの記載内容を確認しました
か。「資格取得報告書」や「被扶養者認定申請書」等に報
告誤りがありますと、誤った加入者証が交付されたり誤っ
た記録が管理されることになり、掛金額や給付の支給額等
に影響がでてしまいます。
　報告内容を訂正するときや報告の手続きそのものを取り
消すときは、下表を参照のうえ、必ず訂正の手続きをして
ください。

注意事項
① 訂正の手続きが相当期間遅れている場合や訂正の理由に
よっては、遅延理由書や事実確認のための書類を提出し
ていただく場合があります。
② 加入者証の記載事項（住所を除く）に関する訂正につい
ては、訂正処理後に正しい加入者証を交付します。訂正
前の加入者証は学校法人等で回収し、「差し替えによる
加入者証返納理由書⑵」（21年版「事務の手引」86頁参照）
を添付のうえ返納してください。

表　訂正や取り消しに使用する報告書
　記入方法などについては、平成18年度改訂版「様式用紙等の記入例集」をご覧ください。

訂正等の内容 報告書名 記入例集

資格取得報告や所属学校等変更報告を取り消す
とき

資格取得報告等の取下げ申出書
※所属学校変更の取り消しは、後任校から提出してください。 32頁

資格喪失報告を取り消すとき 資格喪失報告の取下げ申出書 33頁

資格取得、資格喪失年月日又は喪失事由を訂正
するとき 加入者資格取得日・喪失日等訂正申出書 30頁

加入者の生年月日・性別・氏名・住所を変更・
訂正するとき 加入者異動報告書 19頁

被扶養者の生年月日・性別・氏名・続柄を変更・
訂正するとき 被扶養者異動報告書 20頁

被扶養者の認定年月日や取消年月日、取消事由
を訂正するとき 被扶養者認定日・取消日等訂正申出書 31頁

被扶養者の認定や被扶養者の取り消しを取り下
げるとき 被扶養者認定・取消申請の取下げ申出書 34頁

資格取得時の給与、定時決定（標準給与基礎届
書）、標準給与改定届書の給与額を訂正するとき 給与訂正申出書 37頁

加入者の賞与等支給報告の誤りを訂正するとき 賞与等訂正申出書 36頁

基礎年金番号の報告を訂正するとき

基礎年金番号の報告の訂正（任意の用紙）
※ 加入者番号、氏名、生年月日、正しい基礎年金番号を記入し、
基礎年金番号通知書等基礎年金番号が分かるものの写しを
添付して提出してください。

―

　

私
学
共
済
制
度
で
は
、
学
校
ご
と
に
学
校

番
号
を
決
定
し
、
加
入
者
番
号
は
勤
務
す
る

学
校
単
位
に
付
番
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、学
校
法
人
等
が
報
告
す
る「
資

格
取
得
報
告
書
」、「
所
属
学
校
等
変
更
報
告

書
」
は
加
入
者
が
所
属
し
て
い
る
学
校
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
同
一
法
人
で
複

数
の
学
校
を
有
す
る
場
合
は
、
誤
り
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、
学
種
に
応
じ
た

長
期
給
付
掛
金
率
に
対
す
る
補
助
金
（
都
道

府
県
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
学
種
や
補
助
率

が
違
い
ま
す
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
資
格
取

得
報
告
書
」
等
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
学
校

と
、
実
際
に
勤
務
実
態
の
あ
る
学
校
が
相
違

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
際
は
、
補
助
金

に
影
響
が
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
等
か
ら
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
訂
正
等
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

加
入
者
に
か
か
る
学
種
の
適
用

学　　種 記号
大学 Ａ
短期大学 Ｂ
高等学校及び
中等教育学校 Ｃ

中学校 Ｄ
小学校 Ｅ
幼稚園 Ｆ
特別支援学校 Ｇ
各種学校 Ｈ
私学事業団 Ｉ
高等専門学校 Ｊ
専修学校 Ｋ

加入者証などの内容を確認しましたか?　　　　　　　　　　
資格関係の報告内容の訂正
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接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
と
き
、
加
入

者
証
が
使
用
で
き
な
い
施
術
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
。
加
入
者
証
が
使
用
で
き
な

い
施
術
を
受
け
た
と
き
は
、
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
加
入
者
証
が
使
え
る
場
合
と

使
え
な
い
場
合
を
正
し
く
理
解
し
た
う
え

で
、
接
骨
院
・
整
骨
院
の
施
術
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
者
証
が
使
え
る
と
き

　

加
入
者
証
を
使
っ
て
柔
道
整
復
師
の
施
術

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
急
性
又
は

亜
急
性
の
外
傷
に
よ
る
打
撲
・
捻
挫
・
挫
傷

（
肉
離
れ
な
ど
）
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

骨
折
・
脱
臼
の
施
術
は
、
応
急
処
置
な
ど

や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
加
入
者
証
が
使

え
ま
す
。

　

応
急
処
置
後
の
施
術
に
は
医
師
の
同
意
が

必
要
で
す
。
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合
は
、

加
入
者
証
が
使
え
ま
せ
ん
。

●
加
入
者
証
が
使
え
な
い
と
き

　

整
形
外
科
等
で
治
療
を
受
け
な
が
ら
同
時

に
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
た
場
合
、
原

則
と
し
て
柔
道
整
復
師
の
施
術
分
は
療
養
費

の
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
場
合
も
加
入
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

①
加
齢
に
よ
る
単
な
る
肩
こ
り
・
腰
痛

②
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
筋
肉
疲
労

③ 

病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
等
）
か
ら
く

る
痛
み
や
こ
り

④ 

単
な
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ
り
の
利
用
な
ど

症
状
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

●
加
入
者
証
を
使
っ
て

　
　
　
　

施
術
を
受
け
た
と
き

　

加
入
者
証
を
使
っ
た
と
き
は
、
柔
道
整
復

師
が
加
入
者
に
代
わ
っ
て
本
事
業
団
に
療
養

費
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
療
養
費
の
支
給
申
請
書
」
の
「
委
任
欄
」

に
は
、
次
の
①
〜
④
を
確
認
の
う
え
、
自
筆

で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

支
払
っ
た
金
額
と
一
部
負
担
金
が
一
致
し

て
い
る
か

②
受
診
回
数
は
あ
っ
て
い
る
か

③
負
傷
名
・
負
傷
原
因
は
正
し
い
か

④
施
術
内
容
が
あ
っ
て
い
る
か

●
施
術
内
容
の
照
会
に
つ
い
て

　

接
骨
院
・
整
骨
院
か
ら
の
請
求
の
中
に
は
、

療
養
費
の
適
用
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
施

術
が
一
部
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
療
養
費
を
適

切
に
支
給
す
る
た
め
、
受
診
者
に
施
術
日
数

や
施
術
内
容
に
つ
い
て
照
会
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
照
会
文
が
届
き
ま
し
た
ら
、
対
象

と
な
る
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
証
を
使
っ
て
保
険
診
療
を
受
け
、

一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
自
己
負
担
し
た
場

合
は
、
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
高
額

療
養
費
や
一
部
負
担
金
払
戻
金
（
又
は
家
族

療
養
費
付
加
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
下
図

参
照
）。
高
額
療
養
費
等
は
自
動
的
に
給
付

が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
請
求
の
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
自
動
払
い
の
し
く
み
】

① 

加
入
者
（
被
扶
養
者
）
は
自
己
負
担
（
原

則
三
割
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い

ま
す
。

② 

医
療
機
関
は
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

に
提
出
し
ま
す
。

③ 

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
レ
セ
プ

ト
を
審
査
し
た
後
、
私
学
事
業
団
に
請
求

し
、本
事
業
団
が
七
割
分
を
支
払
い
ま
す
。

④ 

本
事
業
団
は
、
レ
セ
プ
ト
を
審
査
し
た
う

え
で
高
額
療
養
費
等
を
決
定
し
、
学
校
法

人
等
へ
送
金
し
、
あ
わ
せ
て
「
給
付
金
等

決
定
・
送
金
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

※ 

自
動
払
い
の
給
付
金
は
、
受
診
し
た
月

か
ら
約
４
か
月
後
に
学
校
法
人
等
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。

⑤ 

学
校
法
人
等
は
加
入
者
に
給
付
金
を
渡
し

ま
す
。

（※）入院したときの自己負担軽減
　70歳未満の人が入院したときは、「限度額適用認定証」を医療機関に提示することにより、自己負担額のうち高額
療養費相当分について、本事業団が医療機関に支払うことができます。「限度額適用認定証」を希望する人は、「限
度額認定申請書」を本事業団に提出してください（70歳以上の人は「高齢受給者証」を提示してください）。

短
期
給
付
金
の
自
動
払
い

　
　
　
　

手
続
き
を
し
な
く
て
も
受
け
ら
れ
る
給
付
金
が
あ
り
ま
す

自己負担
３割

私学事業団負担
７割 ２万円 一部負担金払戻金

（又は家族療養費付加金）
高額療養費
（※）

私学事業団から自動的に支給されます

最終的な加入者の自己負担額

総医療費

自己負担が一定額以上

接
骨
院
・
整
骨
院
の
施
術
を
受
け
る
と
き

【図】
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私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
の
皆
様
の
退

職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
設
計
の
一
助
と
な

る
よ
う
、財
団
法
人
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

と
の
共
催
に
よ
り
「
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
・
会
場

定
員

七
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

各
五
十
名

七
月
三
十
日
（
金
）

　
　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

八
月　

六
日
（
金
）

　
　

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

八
月　

十
日
（
火
）

　
　

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

１　

内
容

・
共
済
年
金
の
概
要

・
退
職
後
の
医
療
保
険

・
生
き
が
い
、
健
康
、
経
済
生
活
の
プ
ラ
ン

２　

対
象
者　

加
入
者
と
そ
の
配
偶
者

３　

時
間　

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

４　

参
加
費

・
一
人
参
加　
　
　

三
、〇
〇
〇
円

・
夫
婦
参
加　
　
　

六
、〇
〇
〇
円

＊
参
加
費
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
・
昼
食
代
等
を
含
み
ま
す
。

５　

宿
泊
の
手
配
・
費
用

　

各
自
で
手
配
・
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

６　

申
込
締
め
切
り
日

　

六
月
二
十
四
日
（
木
）
必
着

※ 

申
込
者
数
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

７　

申
し
込
み
方
法

　

次
の
内
容
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
封

書
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
参
加
者
氏
名
②
年
齢
③
加
入
者
番
号

④
参
加
者
の
住
所
⑤
自
宅
の
電
話
番
号

⑥
所
属
学
校
名

⑦
学
校
の
電
話
番
号
・
内
線
番
号

⑧
希
望
日
（
第
一
希
望
、
第
二
希
望
）

８　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
一
六
〇-

〇
〇
一
二

　

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
二
三

　

公
立
共
済
四
谷
ビ
ル
三
階

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
セ
ミ
ナ
ー
担
当
」

☎
〇
三
（
五
三
六
八
）
一
八
八
二

Ｅ
メ
ー
ル　

011@
kyosyokuinzaidan.com

■
主
催　

日
本
私
立
学
校
振
興・共
済
事
業
団

　
　
　
　

財
団
法
人
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

平
成
二
十
二
年
度　

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

平
成
二
十
二
年
度　

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

平
成
二
十
一
年
度
特
定
健
康
診
査

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
出
は
五
月
末
が
締
め
切
り
で
す

　

二
十
一
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
健
診
結

果
等
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
年
五
月

三
十
一
日
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〜
三
月
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
た

学
校
法
人
等
は
、
対
象
と
な
る
加
入
者
の
特

定
健
康
診
査
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
速
や
か
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二
〜
三
月
に

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
加
入
者
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、保
健
指
導
利
用
券（
有

効
期
限
二
十
二
年
七
月
末
日
）
や
情
報
提
供

冊
子
は
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

注　

意

　

私
学
事
業
団
へ
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
提
供

に
あ
た
っ
て
は
、
円
滑
な
登
録
・
階
層
化
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
本
事
業
団

の
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト

又
は
特
定
健
康
診
査
受
診
結
果
票
）
に
よ
り

健
診
結
果
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
必
須
項
目
の

記
載
も
れ
が
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
、

実
施
要
領
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
は
、
私
学

共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.shigakukyosai.jp/

無効の加入者証
回収と返納のお願い

　加入者（任意継続加入者）の資格喪失及び被
扶養者の取り消しに伴い、無効となった加入者
証は必ず返納してください。特に任意継続加入
者になった人への周知をお願いします。

１ 　「資格喪失報告書」を提出する際には必ず
加入者証等（遠隔地被扶養者証・高齢受給者
証を含む）を添付してください。加入者証等
の紛失により添付できないときは、「加入者
証返納不能届書」を提出してください。

２ 　被扶養者を取り消した場合は、新しい加入
者証等を受理したとき、直ちに「差し替えに
よる加入者証返納理由書（２）」（平成21年版
「事務の手引」86頁参照）に旧加入者証等を
添付し、返納してください。

３ 　加入者、被扶養者、任意継続加入者が後期
高齢者医療制度に加入した後は、私学事業団
の加入者証等は使用できません。加入者証等
は必ず返納してください。
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共
済
業
務

積立共済年金・共済定期保険 平成22年度前期募集積立共済年金・共済定期保険 平成22年度前期募集
募集期間　６月１日（火）～６月30日（水）私学事業団必着

■積立共済年金（つみきょう）
　 　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と配当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを受け取ることが
できる公的年金の補完的な制度です。

　　この制度には次の２コースがあります。

税制適格コース（個人年金保険料控除の対象） 自由選択コース（一般生命保険料控除の対象）

　　満65歳までに10年以上掛金を積み立て
　　→　退職（脱退）後、年金及び一時金を選択

　　満65歳までに２年以上掛金を積み立て
　　→　 退職（脱退）後、年金・医療保険・終身保険
　　　　及び一時金を選択

※満55歳未満で退職（脱退）した場合は一時金のみになります。

■共済定期保険（きょうさいていき）【共済定期保険専用フリーダイヤル 0120（716）267】
　　加入者の多様な保障ニ一ズに応えて、遺族年金や短期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　　コースの体系は次のとおりです。
　　前期募集では「家族年金コース」・「医療保障コース」及び「学校加入コース」の申し込みを受け付けます。

■申し込み方法
　　積立共済年金では「新規加入」と「コース加入・口数変更（増口・減口）」の申し込みを受け付けます。
　　共済定期保険では「新規加入」の申し込みのみを受け付けます。
　 　申し込みにあたっては、パンフレット及び共済事務担当者保管の「共済定期保険事業関係約款」に記載されている加
入者資格（告知内容）、支給条件等を確認のうえ、手続きをしてください。

　送付先　〒113-8441　東京都文京区湯島1-7-5　私学事業団　福祉部保健課貯金係

　※ すでに加入されている人の内容変更等の申し出については、積立共済年金は前期（6月）及び後期（11月）申込期間内、
共済定期保険は後期（11月）申込期間内のみとなっています。

　※ 学校に訪問して、積立共済年金・共済定期保険についてより詳しく知りたい教職員を対象とした説明会を開催してい
ます。ご希望の学校法人等は、福祉部保健課貯金係まで申し出てください。

家族年金コース　加入者が死亡又は高度障害になった場合、一時金又は年金を給付します。
　　　　　　　　独身の人も加入することができます（配当金を還元）。（主契約です）

学校加入コース　 学校法人等が保険料を負担し、加入者への弔慰金等を支給するなど福利
厚生制度を充実させることを目的としています（配当金を還元）。

医 療 保 障 コ ー ス　病気やケガで5日以上入院したときの保障（配当金を還元）

医療費支援コース　日帰りからの入院も保障。その他手術、女性疾病にも対応

３大疾病保障コース　がん・急性心筋梗塞・脳卒中になったときの保障

長期休業補償コース　病気やケガで長期の休職となったときの保障

募
集
は
後
期（
11
月
）で
す

※配当金：年度ごとに収支計算し、剰余金が生じた場合は配当金を還元します。
　　　　　（平成20年度配当率「家族年金コース」・「学校加入コース」41.50%、「医療保障コース」46.75%）

（平 成 22 年） 10月１日加入 

家
族
年
金
コ
ー
ス
の
加
入
が
条
件
で
す



積立貯金の締め切り

　前期募集の締め切りは５月25日（火）必着です。
　締め切り間際での送付については、送付誤りのないよ
う必ず下記の貯金関係書類送付先にお願いいたします。
〒101-8709　日本郵便神田支店私書箱第103号
　私学事業団　共済事業本部　福祉部保健課貯金係

海外研修旅行の申し込み締め切り

　夏期コースの参加申し込み受け付けは６月４日（金）
必着です。各コースとも定員は30名で、定員を超えた場
合は抽選となります（先着順ではありません）。
　詳しくは、本誌４月号又は私学共済事業ホームページ
をご覧ください。

永年勤続加入者直営施設利用優待券の送付

　永年勤続加入者直営施設利用優待券と対象加入者一覧
表を、５月21日（金）に学校法人等あてに送付いたしま
す。対象となる加入者の皆様にお渡しくださいますよう
お願いします。
※ 対象となる加入者は、４月１日現在50歳以上で加入者
期間（任意継続加入者期間を除く）を25年以上有する
人です。

磁気媒体による標準給与基礎届（定時決定）
の報告を希望するとき

　私学共済事業ホームページの「磁気媒体作成機能操作
説明書」等を使用して作成してください（「事務担当者
コーナー」→「磁気媒体での申請」）。このプログラムに
は、学校法人等で作成した磁気媒体の仕様に不備がない
かチェックする機能を導入しています。提出する前に、
作成した磁気媒体を必ずチェックし、送付状及び必要事
項を記載したラベルを磁気媒体に添付して提出してくだ
さい。磁気媒体で報告すると、翌年から従来の用紙は送
付いたしません。磁気媒体による報告を取りやめる場合
は、文書により申し出てください。

後期高齢者支援金の負担方法の見直し

　私学共済等の保険者が納付する後期高齢者支援金の負
担方法の見直しを行うための「医療保険制度の安定的運
営を図るための国民健康保険法等の一部を改正する法律
案」が国会で審議されています（平成22年４月19日現在）。
　この法律が成立すると、後期高齢者支援金の３分の１
が保険者の総報酬額に応じた負担となり、22年度は約30
億円の負担増が見込まれます。

　加入者向広報「レター」５月号、「私学共済ブック
2010〔保健・宿泊編〕」などを５月下旬に学校法人等
あてに送付します。送付部数は、４月末現在の加入者
数（後期高齢者医療制度の被保険者となった人を含む）
となります。部数が不足する場合は広報相談センター
広報班までご連絡ください。

６日（木）
貸付  ４月分定期償還期限
貸付  送金

10日（月） 貯金  払込期限（必着）

14日（金） 貸付  ６月２日送金申込・任意償還申出締切

20日（木） 貯金  送金

24日（月） 貸付  送金

25日（火）
貯金  前期加入申込・払戻・解約請求締切
積立共済年金  脱退申出等締切

28日（金）
掛金  ４月分口座振替（自振校のみ）
貸付  ５月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（月）
貸付  ６月22日送金申込締切
掛金  ４月分納期限

１日（火） 積立共済年金・共済定期保険  前期加入申込開始

２日（水） 貸付  送金

６日（日） 貸付  ５月分定期償還期限

10日（木） 貯金  払込期限（必着）

15日（火） 貸付  ７月２日送金申込・任意償還申出締切

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。特に、
月曜日や午前中は電話が大変混雑しておりますので、
ご了承ください。

共済業務

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール５５

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール６６

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校番号、加入者番号を
お手元にご用意くださるよう、お願いします。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



学校法人基礎調査の提出について
ご協力をお願いします

５月14日（金）提出締切（大学法人・短期大学法人・
高等専門学校法人）
　①学校法人の概要関係
　②学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数（大学等部門）
５月31日（月）提出締切（大学法人・短期大学法人・
高等専門学校法人）
　①大学等専任教職員等個人票関係（大学等部門）
　②入学試験区分別入学志願者等学生数一元化関係
　③ 学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数（高等学校

等部門）

　④ 学生・生徒・児童・幼児一人当たりの納付金（高等
学校等部門）

　⑤役員数・役員個人票
　⑥編入学及び通信教育に係る学生等数
　⑦教員・職員数
　⑧土地・建物面積等

　　※ 詳しくは、平成22年度学校法人基礎調査「操作マニュ
アル・入力要領」（４～５ページ）をご覧ください。

 私学経営情報センター　私学情報室
 ☎03（3230）7840～7843
 Ｅメール　k-chousa@shigaku.go.jp

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

人　事　異　動
職員の（　）内は前職

◆役員
　理事（非常勤）
　退　任　　　　関　口　　　修
　　　　　（平成22年３月31日付）
　新　任　　　　佐久間　勝　彦
　　　　　（平成22年４月１日付）

◆参与
　退　任　　　　鎌　田　　　徹
　　　　　（平成22年３月30日付）
　新　任　　　　猿　渡　秀　樹
　　　　　（平成22年４月２日付）

◆運営審議会委員
　再　任　　　　黒　田　壽　二
　　　　　（平成22年３月１日付）

◆共済運営委員会委員
　退　任　　　　大　沼　　　淳
　　　　　（平成22年３月31日付）

◆本部職員（平成22年４月１日付）
　企画室長兼数理統計室長
　　　　　　　　金　子　　　正
　　　　　　　　　　　（審議役）
　審議役　　　　髙　橋　正　友
　　　　　　　　　　（企画室長）
　融資部長　　　熊　谷　賢　次
　　　　　　　　　（財務部次長）

　広報相談センター長
　　　　　　　　高　尾　展　明
　　　　（文部科学省大臣官房付）
　財務部次長兼企画室次長
　　　　　　　　佐　藤　直　也
　　　　　　　　　（補助金課長）
　企画室参事〔助成業務担当〕
　　　　　　　　佐　藤　克　則
　　　　　　　（私学情報室主幹）
　企画室参事〔年金企画担当〕
　　　　　　　　荒　井　伸　也
　　　　　　　　　　（主計課長）
　総務課長　　　田　中　裕　介
　　　　（総務部参事〔総務担当〕）
　総務部参事〔総務担当〕
　　　　　　　　堀　　　敏　明
　　　　　　　　（経理第一課長）
　総務部参事〔労務担当〕
　　　　　　　　白　井　秀　樹
　　　　　　　（総務課課長補佐）
　主計課長　　　酒　井　　　薫
　　　　　　　（北海道会館館長）
　経理第一課長　吉　田　秀　樹
　　　　　（経理第一課課長補佐）
　システム管理室参事
　　　　　　　　天　白　則　彦
　　　　　　　（審査・管理室長）
　システム管理室参事
　　　　　　　　小　松　弘　和
　　　　　　　（資格課課長補佐）
　私学経営情報センター参事
　　　　　　　　飯　田　公　七
　　（企画室参事〔助成業務担当〕）

　審査・管理室長
　　　　　　　　神　　　幸　雄
　　　　　（システム管理室参事）
　補助金課長　　小　瀬　孝　雄
　　　　　　　　　　（総務課長）
　資産運用室参事
　　　　　　　　木　下　　　修
　　　（東京臨海病院事務部次長）
　短期給付課長　河　田　哲　雄
　　　　　　　　　　（営繕班長）
　貸付課長　　　田　中　信　之
　　　　　　　　（広島会館館長）
　管理課長　　　笠　原　昌　俊
　　　　　（システム管理室参事）
　営繕班長　　　北　村　修　一
　　　　（総務部参事〔労務担当〕）
　広報班長　　　和　気　広　房
　　　　　　　　　（監査班主幹）

◆会館（平成22年４月１日付）
　愛知会館館長　高　橋　大　平
　　　　　　　　　　（貸付課長）
　広島会館館長　大　谷　和　正
　　　　　　　（資産運用室参事）
　九州会館館長　國　井　季　樹
　　　　　　　　　　（管理課長）

◆東京臨海病院院長
　再　任　　　　山　本　保　博
　　　　　（平成22年４月１日付）
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月報私学　5月号（VOL．149）平成22年5月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

16

八十周年館は、創立80周年事業の一環として建てられたもので、平成21年９月に完成しました。大学・短期大学で使用し、
講義室、演習室、実習室、ミーティングルームや研究室等があります。オープンスペースが多く、ガラスを多用しているため
内部が非常に明るく、学生たちにとって居心地が良い、快適な空間です。

八十周年館の完成　駒沢女子大学・駒沢女子短期大学

ご相談はお早目にどうぞ!! 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

平成22年度融資のご相談お待ちしています！
　本年度も私立学校の施設・設備の整備を支援する、長期・低利な事業団融資をご活用ください。
平成22年度融資事業計画

融資費目 対象となる事業内容 22年度
計画額

融資金利（平成22年5月1日現在）
20年以内

（うち据置2年）
10年以内

（据置年数2年以内含む）
百万円 ％ ％

一般施設費

①校（園）舎、体育館、講堂等の建築事業
②校地等買収、造成事業

47,700

2.0

1.3
③私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に選定された事業にかかる施設の整備事業 1.7
④次世代型学校施設の整備事業 1.8
⑤温暖化対策のための整備事業　【新規】 1.7
⑥防災（耐震）機能強化の改修事業 1.7

特別施設費 ①寄宿舎、国際交流会館、附属病院等の建築、用地買収事業 40,100 2.1 1.4②障がい者の利便をはかるために校舎等を改修する事業 1.7
災害復旧費 風水害、地震等による災害復旧事業 100 1.3 －
公害対策費 騒音、アスベスト等の公害防止対策のための施設整備事業 100 1.7 －

教育環境
整備費

①机、椅子、図書等の校教具の購入　※対象学校は幼稚園、特別支援学校、専修学校

2,000

0.7 5年6か月以内
（うち据置6か月）

② 実験・実習用機器、通園バス等１個又は１組の価格が500万円以上の機器
備品・装置、車両等の購入 1.3 10年以内

（うち据置2年）③「私立大学研究設備整備費等補助金」等の補助対象設備・備品
④過疎地の高等学校の経営に必要な資金 1.0 

⑤経営困難校を支援する法人が一時的に要する資金 0.7 5年6か月以内
（うち据置6か月）

※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

新緑の旅を始めよう　箱根「対岳荘」

〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312 ☎0460（82）2094
（箱根登山鉄道「箱根湯本」駅又はＪＲ「小田原」駅から伊豆箱根バス・箱根登山バ
スで「大平台」下車、徒歩３分。箱根登山鉄道で「大平台」駅下車、徒歩５分）

箱　根　 対　岳　荘

大浴室 箱根大観山から見た富士山

味彩プラン（イメージ）
●平成22年７月16日までの料金です。　
●１名様で1部屋ご利用の場合は500円追加となります。

味彩プラン １泊２食　１名様　11,500円
吟味された旬の素材をいかした会席料理をご堪能いただけるプラン
です。

漫湯プラン １泊２食　１名様　10,000円
リーズナブルに会席料理をお楽しみいただけるプランです。

　箱根対岳荘は箱根連山の中腹に
位置する大平台にあり、自家源泉
を保有していることから、かけ流
しの温泉を皆様に堪能していただ
けます。
　都心から約２時間の距離でお楽
しみいただける雄大な自然と温泉
保養をぜひ満喫してください。
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